
１．業務の概要

1
 給水社数は、前年度に比べ1社増加、年間給水量は前年度に比べ1.9％増となる2,224万㎥

※1 契約水量＝工業用水の利用にあたって申し込まれた水の量
※2 給水量＝工水ユーザーが実際に使用する水の量

＜工業用水道事業会計＞
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※R6当初予算では52社としていたが、R5に１社増加したため53社としている

※

53 社 52 社 1 社 1.9%
年 間 総 量 47,582,000 ㎥ 47,473,000 ㎥ 109,000 ㎥ 0.2%
一 日 平 均 130,363 ㎥ 130,063 ㎥ 300 ㎥ 0.2%

給 水 量 ※ 2 年 間 総 量 22,236,000 ㎥ 21,816,000 ㎥ 420,000 ㎥ 1.9%

増減率

給 水 社 数

契 約 水 量 ※ 1

区 分 令和7年度 令和6年度 増減



２．収益的収支と資本的収支（フローの視点）

 収益的収支の収入全体は5千万円増加（①）、支出全体は7千万円増加（②）、純利益は5千万円減少して1億円（③）の見込み

 資本的収支の収入は前年度と同額（④）、支出は1億5千万円増加（⑤）の見込み

 資本的収支で不足する8億6千万円は、建設改良積立金などの自己財源で補てんし、年度末の資金残高は75億４千万円（⑥）の見込み
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収 益 的 収 支（ １ ／ ２ ）
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収　益　的　収　入 （税込、単位：千円）

款 性質 令和7年度 令和6年度 増減額 主な増減理由

工業用水道事業収益 2,025,777 1,974,069 51,708 
経常収益 1,822,177 1,770,469 51,708 

給水収益 1,196,574 1,191,960 4,614 給水社数の増（53社←52社）

長期前受金戻入 67,541 64,500 3,041 
その他収益 558,062 514,009 44,053 付帯事業収益の増（園田西宮ポンプ改修　28,600）

特別利益 203,600 203,600 - 

収　益　的　支　出 （税込、単位：千円）

款 性質 令和7年度 令和6年度 増減額 主な増減理由

工業用水道事業費用 1,864,944 1,793,939 71,005 
経常費用 1,864,844 1,793,839 71,005 

人件費 197,161 195,314 1,847 
給料・手当等 161,087 166,823 △ 5,736 職員数△1人（18人←19人）

退職給付費 36,074 28,491 7,583 
動力費 301,809 290,857 10,952 電気料金単価の増

薬品費 29,379 24,142 5,237 薬品単価の増

減価償却費 385,213 389,732 △ 4,519 
資産減耗費 158,154 98,850 59,304 設備更新による増、撤去工事費の増

物件費 793,128 794,944 △ 1,816 
特別損失 100 100 - 
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収 益 的 収 支（ ２ ／ ２ ）
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収益的収入
 給水収益は、給水社数の増加などにより、5百万円の増
 三市共同施設に係る付帯事業収益の増加などにより、収入全体では

5千万円の増

収益的支出
 減価償却費や物件費は減少したものの、動力費や資産減耗費の増加

などにより、支出全体では7千万円の増
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資 本 的 収 支

 資本的収入は、投資有価証券の償還金などでほぼ同額

 資本的支出では、設備更新の増加などにより、1億5千
万円の増
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資　本　的　収　入 （税込、単位：千円）

款 項 目 令和7年度 令和6年度 増減額

工業用水道事業資本的収入 138,520 138,520 - 
固定資産売却代 38,400 38,400 - 
投資有価証券償還金 100,120 100,120 - 

資　本　的　支　出 （税込、単位：千円）

款 項 目 令和7年度 令和6年度 増減額

工業用水道事業資本的支出 1,002,810 855,798 147,012 
人件費 12,372 12,250 122 
建設改良費 887,438 740,548 146,890 
投資有価証券 100,000 100,000 - 
予備費 3,000 3,000 - 
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３．累積資金残高（ストックの視点）

 令和7年度末の累積資金残高は、令和6年度末と比較して3億3千万円
減少し、75億4千万円の見込み

累積資金残高
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あ

資金収支の推移 （単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算
Ｒ６予算

（繰越含む）
Ｒ７予算

  資本的収支の差（A） △ 223 △ 425 △ 599 △ 1,088 △ 864

  補てん財源（B） 920 763 806 658 534

  資金収支（A＋B） 697 338 207 △ 430 △ 330

資本的収入 ＋ 補てん財源 － 資本的支出 ＝ 累積資金残高の増減額

累積資金残高の増減　（イメージ）
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４．財政計画 （今後の見通し）
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 累積資金残高は、収支が厳しくな
ることや、配水管や設備の更新に
係る費用の増加などにより減少の
見込み
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